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計算や解析の分野は⼈⼯知能により急速に進みつつある ⼈間は何をするの？ 
 
⼈⼯知能（AI）の進歩に
より職を失う⼈が多く
出ると騒がれ始めてか
ら何年間かが経過した。
確かに、少しずつではあ
るが AI は⼈間の仕事の
領域に⼊ってきている。
分野によっては⼈間を
はるかに凌駕する能⼒
を持っている。 
 
電⼦計算機の能⼒は何
といってもその計算速
度である。最近では新聞
記事にもあるように、量
⼦コンピュータの実現
によりその速度は天⽂
学的に速くなる可能性
が⾒えてきた。 
 
この計算速度が材料開
発に活かせれば、過去の
ように⼈間が勘で⾏っ
ていた研究開発よりも
格段にその開発速度の
向上と開発品質が向上
することが期待できる。
また、⼈件費を含めた材
料の開発費⽤を格段に
下げる可能性もある。 
 



この AI を利⽤して材料を設計する分野の⼀つがマテリアルズ・インフォマティクスである。
30 年くらい前であれば、原⼦・分⼦にパラメータを与えて⻑時間をかけてコンピュータに
シミュレーションさせていた。このパラメータも研究者によりそれぞれであり、そのため結
果にも違いが⽣まれていた。今⽇の AI による材料予測では超⾼速で信頼が得られる結果が
得られるようである。新聞記事にもこれまでの定説（⼈間の思い込み）を超える組み合わせ
で強い磁⽯ができる可能性があると記されている。AI は⼈間の能⼒をはるかにしのぐ可能
性があるのである。 
 
「ばかなことをやっているな」と AI に対して感想を漏らした NEC の岩崎悠真⽒は、結局
は AI から得られた予測を基に、より強い磁⽯を⽣み出すチャンスを得ている。岩崎⽒は
2010 年当時は⼈間の経験と勘で材料開発をしていたようであるが、2019 年にはコンピュー
タを⽤いた材料開発へと舵を切っている。そして、2019 年には書籍を上梓している。雑誌
「応⽤物理」掲載の「解釈可能な機械学習を⽤いた⼈間主導マテリアルズ・インフォマティ
クス」というタイトルが意味深ですね。AI の優秀さは認めつつも、そこに⼈間が介在しな
いと何も⽣まれてこないということでしょう。AI といえども道具に過ぎないということな
のでしょう。 
 
25aWS-3 Rh/N/Cu(001)⾯の構造(25aWS 表⾯界⾯構造(⾦属・酸化物),領域 9(表⾯・界⾯,
結晶成⻑)) 岩崎 悠真, 中辻 寛, ⼭⽥ 正理, 飯盛 拓嗣, ⼩森 ⽂夫 
⽇本物理学会講演概要集 2010 年 65.2.4 巻 25aWS-3 
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